










































およそ 1,600 所帯をかかえるチャハラ村には 30 軒のスナール所帯がある。そのうち本格的
に金銀細工を生計の糧としておこなっているのは 14 所帯である。他のスナール所帯は農業や
出稼ぎで食べているという。指輪作りを教わった D 家はチャハラ村の中のオモラバスという
集落に属すが、約 200 軒程からなる集落内には全部で 12 軒のスナール所帯があり、その 12 軒
のうち 2 軒だけが金銀細工を生計の糧としていて、D 家はそのうちの一軒で、周辺では最も大
きいワークショップを持っている。
4. アムラバスの D 家
今回弟子入りをさせていただいた D 家は、現在世帯主の D 氏の祖父の代に隣のグルミ郡か






達のために尽力している。D 家の家族に D 氏が区長になった支持基盤について訊ねると「仕
事ぶりがまじめでごまかしがないから、それが人々に評価されているからでしょう」と話して
くれた。D 氏は、4 人兄弟の長男で 46 才、金銀細工の仕事を主に息子と 2 人でやっていて、  顧






























































叩きつぶして下さい」と言って筆者に長さ 4 cm、幅 6, 7 mm 程の大きさの銀塊を渡してくれ
た。

























































写真 4 ブドゥナルで火を送る。右は先生の Laksiman 君。
116
「1 つはパッタルガール(石をはめ込む枠 : 以下石の枠)に、もう 1 つはタール(飾り付け用の

































































































































































































この時夕方 6 時 45 分。

























































































































3 時 40 分、指輪完成(写真 7)。
指輪ができあがってから、友人に筆者と先生達の会話を記録してきて何か思うところがあっ
たかどうか訊いてみた。










































































































































共同研究者の Lok Bahadur Baral 氏と彼の御家族、とりわけ指輪作りを指導して下さった Soman























3) このような過程で生じる主体は、田辺 (1989) の論じる「儀礼のなかで演じられる主体」とは「呼び
かけ」を必要としない点でそのあり方が大きく異なっている。この 2 つの異なる「主体」の差異や位
置関係の解明は、今後「職人文化」について、さらにはイデオロギー論について考察していく上で重
要なポイントになると考えられる。
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